（高専様式５）（Ａ４判）
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受検番号
	学籍の記録
	フリガナ
	
	性別
	転入学等
	年	月	中学校
から 編入学・転入学
※転入学等の記録がない場合は、斜線を引くこと。

	
	氏名
	
	
	
	

	
	生年月日
	　　　　　年　　　月　　　日生
	卒業・卒業見込
	年　　　月　　　卒業・卒業見込

	
	生徒
現住所
	都道　　　　　　市区　　　　
府県　　　　　　町村

	
	保護者
現住所
	都道　　　　　　市区　　　　
府県　　　　　　町村


※生徒と保護者の現住所が同じ場合は、「同上」と記入してよい。
	出欠の記録
	出席しなければ
ならない日数
	

	
	欠席日数
	



	各	教	科	の	学	習	の	記	録

	教科
	国語
	社会
	数学
	理科
	音楽
	美術
	保健体育
	技術・家庭
	外国語
（英語）

	評定
	
	
	
	
	
	
	
	
	



	総 合 的 な 学 習 の 時 間 の 内 容 及 び 評 価

	

	諸	活	動	の	記	録

	


記載事項に相違ありません。上記の者に応募資格があることを確認しました。
年　　　月　　　日
記載者氏名	
〔学校所在地〕　　　　　　　　　　	　　　　　　　〔電話番号〕
〔学校名 (ガッコウメイ)〕	　　　　　　　　　　　　　　　　　　校長名	　　　　　　　　　　　 公印
（注）中学校名にのみフリガナを付ける。

[bookmark: 調査書作成要領]調査書作成要領
（令和７年度東京都立産業技術高等専門学校入学者選抜実施要綱  抜粋）

１ 作成
(1) 中学校卒業見込者及び卒業者について、志願者が在学している又は卒業した中学校の教職員が記載者となる。
(2) 中学校長は、志願者に高専への応募資格があることを確認する。
(3) 記載者以外の複数の教職員が成績一覧表（卒業者については生徒指導要録）と照合し、確認する。
(4) 少年院等に入所している生徒の調査書は、少年院等に対して必要な資料の報告を求め作成する。
(5) 中学校長は、次のア、イ、ウの場合、調査書の一部を作成しないことができる。
ア 令和６年４月１日以後帰国し、現地校から編入学した者については、調査書の所定の欄のうち記入できる事項についてのみ記入する。各教科の学習の記録欄に一部でも記入できない場合、現地校の成績資料の写しを添付する。その際、現地校の成績資料の写しの添付が不可能な場合は、その旨を明らかにした「理由書」（様式任意）を添付する。
イ 中学校の、全ての教科を特別な教育課程により実施している特別支援学級（固定学級）在籍者（卒業者を含む。）については、調査書の所定の欄のうち記入できる事項のみ記入し、記入できない欄については斜線を引く。この場合、不足する記録に関わる資料の写しを添付する。
ウ 出席日数が少ないため、参考にできる資料等を活用しても評定を行うことができない教科がある場合、調査書の所定の欄のうち記入できる事項についてのみ記入し、記入できない欄については斜線を引く。この場合、中学校長はその旨を明らかにした「理由書」（様式任意）を提出する。
(6) 当該中学校長は上記(1)から(5)までを確認の後、公印を押し、内容を証明する。
(7) 中学校長は、卒業者で令和７年３月３１日現在満２０歳以上の者（平成１７年４月１日以前に出生した者）については、調査書の代わりに卒業証明書を提出する。
２ 作成方法
調査書は、所定の用紙（高専様式５）により作成する。調査書の作成に当たっては、原則として生徒指導要録の記入方法に従うものとする。調査書には、次により所定の欄にそれぞれ必要事項を記入し、当該中学校長の公印を押す。
(1) 学籍の記録
ア 氏名、性別、生年月日、転入学等の年月、卒業・卒業見込年月、生徒現住所、保護者現住所を記入する。氏名は住民票に記載されているとおりに記入する。
イ	中学校に転入学又は編入学した志願者については、転入学等の欄に転入学等の年月及び前在籍校名を記入する。転入学又は編入学がない場合は、転入学等の欄に斜線を引く。
ウ 生徒指導要録の記載事項のうち、生徒の氏名で特に確認を要する事項が生じた場合は、区市町村長から住民票記載事項証明書（高専様式６）の交付を受けるよう保護者（既卒者で成人の場合は志願者）に求める。
エ 志願者が卒業者の場合は、生徒現住所及び保護者現住所には卒業時の住所を記入する。
(2) 出欠の記録
中学校第３学年の４月１日から１２月３１日（卒業者は卒業月日）までの記録とする。
第３学年に転入学した生徒で、以前の学校における出欠の記録と通算できる場合は、通算する。
(3) 各教科の学習の記録
ア 令和７年３月の卒業見込の者については、令和６年１２月３１日現在で、第３学年における中学校学習指導要領に示された目標に照らした評定を記入する。記入に当たっては、第３学年の第一学期及び第二学期の成績を十分参考とする。
なお、二期制の学校にあっては、前期の成績及び後期の１２月３１日までの学習状況を十分参考とする。
また、過年度卒業者にあっては、生徒指導要録に記載されている第３学年の学習の記録（３月末日までのもの）を記入する。
イ 評定の記載については、次のとおりとする。
各教科の評定は、中学校学習指導要領に示す各教科の目標に照らして、その実現状況を総括的に評価して５段階で表す。表示は、５、 ４、３、２、１とする。この場合、「十分満足できるもののうち、特に高い」状況と判断されるものを５、「十分満足できる」状況と判断されるものを４、「おおむね満足できる」状況と判断されるものを３、「努力を要する」状況と判断されるものを２、「一層努力を要する」状況と判断されるものを１とする。
ウ 出席日数が少ないため、参考にできる資料等を活用しても評定を行うことができない教科がある場合、その教科の評定の欄に斜線を引く。
(4) 総合的な学習の時間の内容及び評価
ア 中学校第３学年における総合的な学習の時間で設定した課題及び内容を記入する。
イ 学習状況及び成果を評価し文章で記入する。
(5) 諸活動の記録
特別活動等及びその他の学校内外の活動のうちから、当該志願者において特筆すべき活動を取り上げ、その活動の事実や実績を、所見を除いた客観的な記録として記入する。
なお、「諸活動の記録」の記入に当たっては、学級担任、教科担任の意見のみでなく、関係教職員の意見等を総合して記入し、中学校長が確認する。
また、顕著な成果のある活動だけでなく、次のような活動についても記入することができる。ア 当該志願者が積極的な態度や意欲をもって取り組んでいる活動
イ 当該志願者の人間形成上好ましい影響のある活動や他の生徒に好ましい影響を与えている活動
ウ 当該志願者の中学校３年間における継続的な活動又は各学年における特筆すべき活動
